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第253回東京都都市計画審議会議案一覧表 
 
 都市計画決定・変更案件について                           

議 事 日 程 
議 題 

議 題 番 号 内 容 名 称 等 

日 程 第 １ 議 第 7 7 2 6 号 秋多都市計画区域区分  変更 あきる野市上代継字遠野喜場外各地内  

日 程 第 ２ 議 第 7 7 2 7 号 東京都市計画用途地域  変更 世田谷区松原三丁目地内  

日 程 第 ３ 議 第 7 7 2 8 号 東京都市計画用途地域 変更 足立区千住旭町地内  
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委 員 の 異 動 報 告 

 

 

議席番号 

現    委    員 前     委     員 

職    名 氏  名 職    名 氏  名 

20番 狛江市議会議長 三 角 武 久 福生市議会議長 佐 藤 弘 治 
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－2－ 
 

東 京 都 都 市 計 画 審 議 会 委 員 名 簿 

 

（令和８年５月14日） 

議席番号 現         職 氏     名 

   

会 長 
公益財団法人自転車駐車場整備センター

理事長 
樺 島   徹 

   

１番 東京都議会議員 尾 崎 大 介 

２番 財務省関東財務局長 後 藤 健 二 

３番 東京都農業会議会長 青 山   佾 

４番 東京都議会議員 高 橋 まきこ 

５番 農林水産省関東農政局長 菅 家 秀 人 

７番 東京都議会議員 吉 住 はるお 

８番 台東区長 服 部 征 夫 

９番 板橋区議会議長 田中 しゅんすけ 

10番 経済産業省関東経済産業局長 岩 田   泰 

11番 東京商工会議所常議員 中 村 節 雄 

12番 東京都議会議員 柴 﨑 幹 男 

13番 国土交通省関東運輸局長 藤 田 礼 子 

14番 
横浜国立大学大学院都市イノベーション

研究院教授 
松 行 美帆子 

15番 東京都議会議員 中 田 たかし 

16番 国土交通省関東地方整備局長 橋 本 雅 道 

17番 東京農業大学地域環境科学部教授 水 庭 千鶴子 

18番 東京都議会議員 三 雲 崇 正 

19番 福生市長 加 藤 育 男 

20番 狛江市議会議長 三 角 武 久 

21番 東京都議会議員 中 山 寛 進 

22番 中央大学総合政策学部教授 篠 木 幹 子 

23番 東京都議会議員 加 藤 雅 之 

24番 警視総監   筒 井 洋 樹 

25番 大妻女子大学社会情報学部教授 松 本 暢 子 

26番 東京都議会議員 原 田 あきら 

27番 消防総監 市 川 博 三 

28番 早稲田大学創造理工学部教授 佐々木 邦 明 

29番 東京都議会議員 宮 崎 大 輔 

30番 瑞穂町長 山 﨑   栄 

31番 日の出町議会議長 濵 中 映 慈 

32番 株式会社ドリームインキュベータ取締役 宇 田 左 近 

33番 弁護士 町 野   静 
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意 見 書 の 要 旨 

〔 議第 7726 号〕  

 

秋多都市計画区域区分の変更に係る 都市計画の案を 令和８ 年２ 月18日から ２ 週間公衆の縦覧に供し たと こ ろ 、 都市計画法第21条第２ 項において準用する 同

法第17条第２ 項の規定によ り 、 37通（ 38名） の意見書の提出があ っ た。 その意見書の要旨は次のと おり である 。  

名   称 意 見 書 の 要 旨 東 京 都 の 見 解 

 

秋多都市計画 

区域区分 

あき る 野市上代

継字遠野喜場外

各地内 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅰ 賛成意見に関する も の 

なし  

 

Ⅱ 反対意見に関する も の 

33通（ 34名）  

 

１  都市計画に関する 意見 

（ １ ） 本件、 秋川高校跡地は東京都が保有し てき た「 都有地」 で

あり 、 その扱いは単なる 地区レ ベルの土地利用転換ではなく

都の土地政策の方向性を 示す判断であ る と 考える 。 今回、 市

街化区域への編入が予定さ れている が、 以下の点について、

十分な検証と 比較検討がなさ れている と は言い難く 、 拙速な

編入決定には慎重である べき と 考える 。  

 

１ 、 市街化編入の必要性の客観的根拠 

多摩地域は、 長期的には人口減少局面に入る と 推計さ れ

ている 。 仮に一時的な人口増が見込ま れる と し ても それが

持続可能である か、 既存市街地と の需給関係にど のよ う な

影響を 与える のか、 明確なデータ 比較が必要であ る 。  

「 人口が増える 可能性があ る 」 こ と と 、 「 新たな市街化

区域が必要であ る 」 こ と は同義ではない。 既存住宅地の空

き 家、 イ ン フ ラ 更新負担、 公共施設再編と の整合を 含め、

広域的視点での検証を 求める 。  

２ 、 長期的財政影響の検証 

市街化区域編入は道路・ 上下水道・ 防災・ 教育など のイ

 

Ⅰ 賛成意見に関する も の 

   

 

Ⅱ 反対意見に関する も の 

 

 

１  都市計画に関する 意見 

（ １ ） ～（ 33） 秋川高校跡地は、 都が令和３ 年３ 月に策定し た

「 多摩部19都市計画 都市計画区域の整備、 開発及び保全の

方針」 において、 市街地整備の見通し が明ら かになっ た段階

で、 市街化調整区域から 市街化区域に編入し 、 周辺市街地と

の調和を 図り 、 計画的に市街地を 形成する こ と と し ている 。  

    ま た、 あき る 野市が令和５ 年３ 月に策定し た「 都市計画マ

ス タ ープラ ン 」 では、 人口減少や少子高齢化を 踏ま え、 将来

人口フ レ ーム を 設定する と と も に、 都市基盤や拠点整備の方

向性を 示し ており 、 秋川高校跡地を 産業拠点と し て位置付け

ている 。  

市はま ちづく り 方針等の策定にあたっ て、 令和６ 年３ 月に

有識者会議の提言を 受ける と と も に、 メ タ セコ イ ア並木の保

全や地域産業の振興方策等について、 市民から 意見や提案を

募集し ている 。  

ま た、 パブリ ッ ク コ メ ン ト の実施やオープン ハウ ス 型の説

明会等を 開催する と と も に、 地区計画案の策定にあたり 、 都

市計画法に基づく 説明会の開催や意見書の受付を 行う など 、

広く 市民の意見を 聴取し ている 。  
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ン フ ラ 整備と 維持管理費を 将来世代にわたり 発生さ せる 。  

短期的な土地利用展開によ る 経済効果だけでなく 、 30年

50年単位での財政影響試算を 示すこ と が不可欠である 。 都

が保有し てき た土地を 市場的処理に委ねる のであ れば、 そ

れに代わる 公共的価値と の比較評価を 明確にすべき である  

３ 、 生物多様性・ 景観資源への影響 

当該地及び周辺には、 メ タ セコ イ ア並木を はじ めと する

景観・ 環境資源があ る 。 産業系・ 住宅系を 問わず、 市街化

区域編入後の区画道路の整備、 造成、 搬出入動線の確保等

によ り 、 環境価値は大き く 変質する 可能性がある 。 一部を

物理的に「 残す」 こ と と 景観・ 生態系と し て「 守る 」 こ と

は異なる 。  

都と し て、 生物多様性保全の観点から 影響評価と 保全方

針を 明示する こ と を 求める 。  

４ 、 公共的戦略活用と の比較検討 

現在、 沖縄県では、 自然を 守る 国家戦略と し て国立沖縄

自然史博物館誘致県民会議を 中心に超党派で国立自然史博

物館の設立を 求める 動き が進んでいる 。 背景には、 日本学

術会議が長年提言し てき た総合的自然史博物館の不在と い

う 国家的課題がある 。 自然保全・ 科学教育・ 観光・ 地域経

済を 統合する 発想は、 現代の都市政策において重要な視点

である 。  

秋川高校跡地は都有地であ り 、  

・ 都独自の自然史・ 科学教育拠点 

・ 環境教育・ 防災教育拠点 

・ グリ ーン ビ ズ型環境産業拠点 

・ 都立研究機関の分室機能 

など 、 公共的・ 戦略的活用の可能性を 十分に検討し た上で

市街化編入の是非を 判断すべき であ る 。  

代替案と の比較検討を 経ずに市街化編入を 先行さ せる こ

と は政策決定の順序と し て適切と は言えない。  

５ 、 都の土地政策の哲学が問われている  

本件は、 単なる 跡地活用ではなく 、 「 都有地を ど のよ う

な哲学で扱う のか」 と いう 都政の基本姿勢が問われる 案件

である 。  

こ のよ う な経緯を 経て、 令和７ 年１ １ 月に策定し たま ちづ

く り 方針では、 地域産業の育成等に資する 産業系土地利用の

誘導やメ タ セコ イ ア並木を 保全・ 活用する こ と と し ている 。  

    こ れを 踏ま え、 市の地区計画において、 土地利用の方針や

地区施設の整備が位置付けら れる など 、 計画的な市街地整備

の見通し が明ら かになっ たこ と から 、 今回、 市街化調整区域

から 市街化区域への変更を 行う も のである 。  

メ タ セコ イ ア並木については、 地区計画において、 緑地と

し て適切な維持・ 保全を 行う と と も に、 メ タ セコ イ ア並木に

面する 建築物はメ タ セコ イ アの生育環境に配慮する こ と と し

ている 。  
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短期的な開発合理性を 優先する のか、 長期的な公共戦略

を 構築する のか、 その判断は将来世代への責任に直結する  

結論 

市街化区域編入に先立ち、 必要性の客観データ の提示、 長

期財政影響試算、 生物多様性影響評価、 公共的戦略活用案

と の比較検討を 明確に行う こ と を 強く 求める 。 拙速な区域

編入ではなく 、 都民的議論を 踏ま えた慎重な判断を 要望す

る 。  

 

 （ ２ ） 本件、 秋川高校跡地の市街化区域編入について、 都市計画

法の趣旨およ び行政裁量の限界の観点から 、 以下の点を 意見

と し て提出する 。  

１ 、 都市計画法上の「 合理的根拠」 の提示義務 

都市計画決定は広範な裁量を 有する と さ れる が、 その裁量

は無制限ではない。 都市計画法は無秩序な市街化の防止と

計画的な土地利用の確保を 目的と し ている 。 し たがっ て、

市街化区域への編入は現実的な土地需要の存在、 既存市街

地と の整合性、 公共施設整備の見通し 、 財政的持続可能性

について、 客観的合理性を 備える 必要がある 。  

多摩地域が長期的に人口減少局面にあ る 中で、 本件編入の

必要性を 裏付ける 定量的根拠が十分に示さ れている と は言

えない。 「 将来的な可能性」 ではなく 、 「 具体的かつ合理

的な必要性」 の提示が求めら れる 。  

２ 、 比較衡量義務と 代替案検討義務 

行政裁量は、 関連利益を 適切に比較衡量し た上で行使さ れ

なければなら ないと 解さ れている 。 本件土地は「 都有地」

であり 、 民有地と は異なり 、 都が政策目的に沿っ て戦略的

に活用し 得る 資産である 。 し たがっ て、 市街化区域編入に

よ る 民間主導型活用、 公共的・ 戦略的活用（ 環境教育拠点

・ 科学教育施設、 研究拠点等） の双方を 比較検討し 、 その

評価過程を 明示する こ と が求めら れる 。  

代替案と の比較を 十分に行わないま ま 、 市街化編入を 決定

する 場合、 裁量権の逸脱・ 濫用と の評価を 受ける 可能性を

否定でき ない。  

３ 、 環境配慮義務およ び生物多様性への配慮 
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東京都は、 環境基本条例およ び生物多様性保全に関する 方

針を 有し ている 。 市街化区域編入は、 その後の造成・ 区画

道路の整備・ 建築行為を 前提と する 枠組み変更であり 、 環

境影響を 構造的に生じ さ せる 決定である 。  

メ タ セコ イ ア並木等の景観・ 生態系資源について、 単に一

部を 物理的に残すこ と 、 その環境的価値を 持続的に保全す

る こ と は、 法的評価上異なる 。 環境政策と の整合性につい

て、 具体的検討経過を 明示すべき である 。  

４ 、 将来世代利益への配慮 

都市計画は、 長期的な空間秩序形成を 目的と する 制度であ

る 。 短期的経済合理性のみを 重視し 、 将来的なイ ン フ ラ 維

持費や土地利用転換困難性を 十分に検討し ない場合、 将来

世代の利益を 不当に害する 結果と なり 得る 。  

都有地の市街化編入は単なる 区域変更ではなく 、 将来的な

政策選択肢を 固定化する 行為であ る 点を 踏ま える 必要があ

る 。  

５ 、 手続適正の確保 

都市計画決定にあたっ ては、 判断過程の透明性、 データ の

明示、 比較検討結果の公開が不可欠である 。 特に、 本件は

公共資産の性格を 有する 土地であ る ため、 通常以上に慎重

な説明責任が求めら れる 。  

結論 

本件、 市街化編入については具体的かつ客観的な必要性の

提示、 代替案と の比較衡量の明示、 環境政策と の整合性の

具体的検証、 長期財政影響の試算を 行っ た上で慎重に判断

すべき である 。  

こ れら が十分に示さ れないま ま 編入を 決定する こ と は、 都

市計画法の主旨に照ら し 適切と は言えない。  

以上、 法的観点から 慎重な再検討を 求める 。  

 

（ ３ ） 今回の秋多都市計画区域区分の市街化区域への変更につい

て意見を 提出さ せていただく 。  

本計画における 市街化調整区域から 市街化区域への変更に

ついては理由書にも ある 通り 、 こ れま での流れも ある ため、

変更自体は受け入れざる を 得ないと 考えている 。 し かし なが
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ら 、 ただ受け入れる ほど の納得には至っ ていないと いう のが

正直なと こ ろ であ る 。  

    当該区域の市街化調整区域から 市街化区域への変更は、 周

辺地区を 含めたま ちづく り の一環であ り 、 産業系市街地のほ

か、 メ タ セコ イ ア並木を 保全・ 活用し た公園など の整備も 計

画さ れている 。  

    「 秋川高校跡地」 と 呼ばれる 当該区域は、 長ら く 手が付け

ら れないま ま 立ち入り も でき ず、 活用については市民の間で

も し ばし ば議論が起こ る 場所であっ た。 当該区域にある メ タ

セコ イ ア並木は、 市民にと っ ても シン ボル的な存在であり 、

ま ちづく り 方針を 今回やっ と あき る 野市が定め、 活用に向け

て動き 出すこ と は市民の念願でも あっ た。 し かし 、 市の示す

当該区域についてのま ちづく り 方針には、 未だ反対する 市民

も 多く 、 理解が進んでいないのが現状である 。 市民団体も 立

ち上がり 、 令和７ 年８ 月15日から ９ 月４ 日に行われた方針案

に対する パブリ ッ ク コ メ ン ト には、 21人50件の声が寄せら れ

ている 。 も ちろ ん、 全ての市民から 賛同を 得ら れる よ う な夢

のよ う な計画など 存在し ないが、 市の都市計画マス タ ープラ

ン にも 謳われている 「 市民参画・ 協働のま ちづく り 」 の視点

がま だま だ不足し ている と 感じ ている 。  

    市は、 こ れま でワ ーク ショ ッ プやパブコ メ ・ オープン ハウ

ス 等を 行い、 市民参加の機会を 設けてき たと 言っ ている が、

機会を 設ける だけで果たし て市民参画・ 協働のま ちづく り は

実現でき る のか。 なぜ、 あ き る 野の良さ を 生かすのではなく

産業系市街地が必要なのか。 地権者と だけでなく 、 市民と も

合意形成を よ り 図る 必要性を 感じ ている 。 こ のこ と は、 武蔵

引田駅北口土地区画整理事業や五日市駅前の「 フ レ ア五日市

」 など の前例から 市に対する 不信を 感じ ている 市民も いる 。

「 すでに計画さ れている 通り 」 「 今後検討し て参り ま す」 だ

けでは不信感は拭う こ と はでき ず、 今後の市街化にも 影響が

ある のではと 考えら れる 。  

    東京都の都市計画マス タ ープラ ン には、 東京が目指す将来

像と し て「 人が輝く 東京の個性あ る 地域づく り 」 が掲げら れ

る と と も に、 都市づく り の戦略において「 包摂的社会形成に

も 留意し たま ちづく り を 進めていく 」 と ある 。 その姿勢を 市
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には示し ても ら いたい。 全く ないと は言わないが、 市民の理

解を 深める よ う な説明の機会や市民が主体的に参画する ため

の機会創出は不十分であ る と 感じ ている 。 財政的に厳し いと

いう こ と も ある かも し れないが、 拙速に事を 進める ほう が、

長い目で見て、 大き な損失につながる はずである 。 こ れま で

も 市に対し てはパブコ メ 等を 通じ て同様の意見を 提出し てき

た。  

    今回、 当該区域の市街化区域への変更にあたっ ては、 市に

対し て今後当該区域を 市街化し ていく ために重要な市民参画

の機会を よ り 丁寧に設ける よ う 付し ていただき たい。  

    も し かする と 、 それは都の仕事ではないと 思われる かも し

れないが、 公有地の活用、 ま ちづく り と いう 極めて公共性の

高い取り 組みを 進めていく にあたっ ては、 多様な主体が関わ

る こ と が大切と 考える 。 市の仕事に口出し する こ と はでき な

い面も ある かも し れないが、 こ れも 広く 都のためになる と 考

えていただければと 思う 。  

 

（ ４ ） 東京都都市計画案秋川高校跡地の市街化区域編入に関する

意見 

秋川高校跡地及び周辺開発の計画が進んでいる 。 都有地で

ある 「 秋川高校跡地」 を 含む周辺の市街化調整区域を 市街化

区域と し て「 産業系活用」 と 称し て企業誘致の方向で進めて

いる と 承知し ている 。  

先般、 「 市長だよ り 2026」 の中では、 以下のよ う に述べて

いた。  

「 ま ちづく り  旧秋川高校跡地の企業誘致は、 市の財政や

雇用の場、 鉄道利用客の減少抑制など 市政や暮ら し に様々な

影響がある 施策ですが、 旧秋川高校跡地は東京都が保有する

公用地であ る ため、 様々な行政上の手続き が必要であり 、 長

年足踏み状態が続いており ま し た。 そこ で、 都市整備に精通

し た副市長を 東京都から 招聘し て東京都と の連携を 強化し 、

説明会やパブコ メ など 市民の声を 聞き ながら 、 本市ら し いま

ちづく り 方針も 打ち出し て東京都と 協議を 進めてま いり ま し

た。 難易度の高かっ た市街化区域への編入手続き も よ う やく

目途がつき 、 都有地売却に向けて前進し ており ま す。 ま た、
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新たな観光ス ポッ ト 、 市民の憩いの場と し てメ タ セコ イ ア並

木を 生かし ながら の土地活用と 企業誘致策を 進めてま いり ま

す。 」  

その中の「 説明会やパブコ メ など 市民の声を 聞き ながら ・

・ ・ 」 と あ る が、 説明会も 不十分であ っ たし 、 パブコ メ に至

っ ては反映さ れていないに等し いと 感じ ている 。  

そのよ う な折り 、 今回の意見募集があ っ たので、 送ら せて

いただいた。  

都有地である 秋川高校跡地は、 都民・ 市民の財産だと 思う

ので、 東京都が活用し ていただき たい。  

活用方法と し ては、 東京都の「 東京グ リ ーン ビ ズ」 構想の

モデル地域と し て「 教育・ 文化・ 福祉」 に活用でき る 地域と

し て使っ ていただき たい。  

都立自然史博物館の建設を お願いし たい。  

その理由と し て、 あ き る 野市網代・ 御前石で200万年程前

の地層から 旧象・ ス テゴ ド ン ミ エン シス が発見さ れた。 あき

る 野市秋川橋下流では、 約2000万年前の地層から パレ オパラ

ド キシアの化石が発見さ れた。 世界情勢、 社会情勢に左右さ

れやすい「 企業誘致」 よ り も 歴史を 語り 継ぐ 文化財によ る 人

誘致を お願いし たい。  

 

 （ ５ ） 秋川高校跡地のメ タ セコ イ ア並木は、 と っ ても 素敵で自慢

でき る 場所になっ ている 。 広い土地の活用については色々な

意見がある よ う ですが、 市街化区域になる こ と によ り みんな

で議論する こ と に制約がかかる こ と はないのか？ 

せっ かく 素敵な自然が残っ ている あき る 野が、 ど んど ん変

わっ ていく こ と が残念でなら ない。  

市街化区域になる こ と で、 市民の思いと 別の方向になら な

いよ う 、 慎重な検討を 望む。  

 

（ ６ ） 秋川高校跡地は都有地であ り 、 都民全体に有効である べき

で、 住宅か産業かでなく 、 都と し て何を 残し たら いいのか議

論を 進めていただき たい。 文化的建物は都心だけでなく ても

良いと 思う 。 人口減少の中で市街化区域編入の必要性も 示し

ていただき たい。  
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ま た、 現在も シン ボルと なっ ている メ タ セコ イ ア 並木の法

的保全を 求める 。  

 

 （ ７ ） 多摩の他地域では、 今次のI T産業のブーム を 受けて、 大規

模なデータ セン タ ーの進出が進んでおり 、 排熱や環境負荷の

点で、 多く の問題点が指摘さ れている 。 こ の跡地利用につい

ても 、 同じ 危険が予測さ れる と の声が寄せら れている 。  

こ の中で８ 月15日にあ き る 野市は、 秋川高校跡地と 周辺地

区ま ちづく り 方針（ 案） （ 以下、 「 方針案」 ） を 公表し た。

今回の都市計画案件は、 その概要説明にある よ う にこ の方針

案に関連する も のである 。 特に高齢化や人口減少など 、 あき

る 野市の土地利用の在り 方を 検討する 上で重要なフ ァ ク タ ー

について、 十分に計画に織り 込ま れておら ず、 近視眼的な計

画ではないか、 ま ずは大き な社会変化を 受け止める こ と が重

要と の声も 聞かれる 。  

１ . こ の地域の開発にかかわる 都有地への企業誘致の条件が

明確にさ れない中での、 こ れに直接隣接する 、 こ の区域の

区分変更に反対する 。        

都の公有地がま る ご と 「 産業ゾ ーン 」 と さ れている 。 懸

念さ れる ＜タ テ型＞の大企業の進出であれば、 環境問題

だけでなく 地域雇用への貢献と いう 点でも 問題である 。   

 ま た、 公有地の土地処分と いう 視点から 、 地場ら し い

農・ 福を 活かし た、 大企業優先でない＜ヨ コ 型＞の小規

模事業や福祉・ 農業関連事業など の地元事業と の連携、

環境や地域雇用・ 障がい者雇用の創出を 重視する こ と が

必要である 。 こ う し た重要な方向性が不明な中で、 都市

計画手続き が先行する こ と は問題がある と 考える 。  

２ . 街並みと 調和し た営農環境の保全を 図る 具体策が不鮮明

な中での、 こ の区域の区分変更に反対する 。  

水平的な事業連携の視点から 、 「 あ き る 野市農業振興計

画」 の改定と 連動し 、 農地を 確保し 、 東京全体の農業の

拠点と し ての将来を 見据え、 農福連携を 含む都市農業、

農産物加工と ケ アの地域事業の推進を 求める 声がある 。  

市の方針案では、 「 職住近接の市街地の形成」 が方針

と さ れる 一方、 「 地権者の意向等を 確認し た上で、 街並
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みと 調和し た営農環境の保全を 図る 」 と し ている 。 し か

し 、 現段階でその具体策は、 明ら かではない。 ま た、 今

次の気候危機や食料自給の課題を 踏ま え、 将来世代や東

京全体の課題に関わる 都市農業の推進と 農林業と の調整

の方向が見えていない。 こ のよ う な課題が、 不明確な中

で、 都市計画手続き が先行する こ と に反対する 。  

 

 （ ８ ） 秋川高校跡地は都有地であり 、 都民全体に資する 広域的活

用の検討が不可欠である 。 人口減少局面における 市街化区域

編入の必要性と 長期財政影響を 明確に示し ていただき たい。  

都独自の科学館等の公共的活用案と の比較検討、 メ タ セコ

イ ア並木の法的保全を 求める 。  

住宅か産業か、 ではなく 、 「 都と し て何を 残すのか」 の議

論を お願いし たい。 人口減少が続く 中で本当に持続可能な住

宅需要があ る のか。 イ ン フ ラ 維持費を 含む長期財政負担はど

う なる のか。  

住宅・ 産業系開発に限定せず、 都独自の科学館や環境教育

拠点、 子供・ 若者向け探求拠点など 検討し てほし い。  

 

 （ ９ ） 都有地なので、 都民が憩える 公園を 造っ てほし い。 日の出

イ オン から の人の流れも 期待出来る ので、 検討の余地はある

と 思う 。  

    産業誘致は、 市の財政面の観点から も 得策ではないのでは

と 考える 。 と にかく 市街化区域への変更は、 産業誘致への入

り 口なので、 再考を 望む。  

あき る 野市では、 メ タ セコ イ ア並木を ４ 号緑地と いう 地区

施設と し て設定し 、 保全さ れる 予定と のこ と であ る 。 こ のこ

と も 視野に入れる と 公園用地など にする のが、 ベス ト かと 思

う 。  

 

（ 10） せっ かく の都有地であり 、 元は都立高校があっ た場所なの

で、 都立博物館やあき る 野の宝である 『 五日市憲法草案』 な

ど 小、 中学校の校外学習に活用出来れば、 あの場所が活き る

と 思う 。 ま た、 広い土地なので大型バス も 入れる 。  

私は、 神奈川県立の博物館や埼玉県立の博物館など を 見学
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に行っ たが素晴ら し かっ た。 土、 日は家族連れが、 平日は各

自治体の学校の校外学習で訪れている と 館長さ んから お聞き

し た。 ぜひと も 、 跡地にそう いっ た学習要素を 含んだ施設を

作っ て欲し い。  

 

（ 11） 以前から 秋のメ タ セコ イ ア並木を 楽し みにし ていた。 ど の

よ う に活用さ れる のか楽し みにし ていたが、 意見を 述べら れ

る と 言う こ と で投稿する 。 土地の利用に関し ては是非メ タ セ

コ イ ア並木を 残し てほし いと 思う 。 なので、 都立公園にでき

ないのか。 隣のイ オン モールに買い物に来る 方や病院の方々

も 憩える と 思う 。  

あき る 野や秋川の自然や歴史を ま と めた博物館的な物も で

き たたら いいなと 思う 。  

 

 （ 12） 旧秋川高校は敷地も 広く 、 美し いメ タ セコ イ アの並木があ

る 。 ま た、 あの高校跡地があっ たので、 三宅島火山の噴火の

時も 避難場所と し て三宅高校生の学びを 支えた。  

活用方法はたく さ んある と 思う 。 いろ いろ な方の研修所と

も なる でし ょ う し 、 ク ラ ブの合宿にも 交流試合の会場と し て

も 有効であ る 。 あ のメ タ セコ イ ア並木を 含め、 文化遺産と し

ても 貴重である 。  

開発よ り も 保存、 活用すべき である 。 SDGsの観点を 持つべ

き である 。 近く にイ オン モールも あ る ので、 物資の供給にも

便利である 。 保存、 活用を 望む。  

 

 （ 13） 秋多都市計画区域区分内の都立秋川高校跡地には保存すべ

き メ タ セコ イ ア並木があ り 、 四季折々の美し い姿が市民の心

を 癒し てく れる 。 かつては、 子ど も たちやフ ァ ミ リ ー、 高齢

者の憩いの場と し て開放さ れていた時も ある 。 あ き る 野市を

代表する 街の緑と し てし っ かり 保全し 、 活用し たいと の声も

上がっ ている 。 秋川駅から 奥多摩の山を 背にそびえる 景観、

都立あき る 野学園や市立あ き る 野西中学校側から の景観は、

ひと たび失われたら 再現不可能な値う ちのある も のである 。

伐採し て産業用地と する こ と は許さ れない。 ま た企業に売却

さ れて産業用地の一部と し て企業の管理に任せる べき 性質の
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も のではない。 その周辺と と も に都立公園と し て保全管理、

活用すべき と こ ろ である 。 メ タ セコ イ ア並木及びその両側30

ｍ、 西側都立あき る 野学園と の接続面は、 従来通り 市街化調

整区域と し 、 都立公園用地と し て都の所有・ 管理の下におく

べき だと 考える 。  

    あき る 野市にと っ て、 こ の地域は東部と 西部と のク ロ ッ シ

ン グゾ ーン でも あ る 。 東部にある 都立秋留台公園、 西部にあ

る 都立小峰公園を つなぐ 場所に位置し 、 徒歩・ 自転車、 フ ァ

ミ リ ーカーでアク セス し やすい場所でも ある 。 市内公共施設

の再編計画の検討が進む中、 図書館や公民館、 考古・ ジオ博

物館など を 併設する 適地でも あ る 。  

    グリ ーン ビ ズ東京のコ ン セプト にも 合致し 、 緑ゆたかな子

育て生活、 安ら かな老後生活の舞台と し て、 あき る 野市のも

う 一つのグ リ ーン セン タ ーと し て適切に管理・ 保全さ れる ま

ちづく り が都・ 市と 都民・ 市民の共同で進めら れる こ と を 願

っ ている 。 それに適合する 都市計画であ っ て欲し いと 思う 。  

メ タ セコ イ ア並木と 公園・ 文化施設用地を 、 市街化調整区

域と し て残すこ と を 提案する 。  

 

 （ 14） あき る 野市の行政機関は、 こ の都有地に企業、 工場を 誘致

し 税収増を 期待し ている 。 確かにそれも 大切だと は思う が、

こ の地域の良さ は、 東京であり ながら 豊かな自然が残さ れて

いる こ と である 。 私と し てはこ の豊かな自然を 生かし た土地

活用がなさ れる こ と を 希望する 。  

ま た、 厳し く なる 国際情勢と 気候変動など がも たら す我が

国の危機的な食料安全保障を 考えても 、 今後の農業の重要性

は高ま る ばかり である 。 そこ で、 具体的には先進的な農業研

究機関と 体験農業施設、 自然フ ィ ールド を 生かし た教育施設

等今後の農業のあ り 方を 都民で考えていける 施設や場所にし

てほし いと 考える 。 あき る 野市の財政では無理なので、 都の

サポート を 前提と し た土地活用を お願いし たいと 思う 。  

 

（ 15） 小峰公園のよ う な都立公園になっ たら 素敵だと 思う 。 農家

のテク ニッ ク を 教えても ら える 環境があっ たら 良いなと 思う

。  
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「 秋川高校跡地」 で農業体験が出来たら 良い。 種や苗を 植

え、 草むし り を 経て収穫し 、 その食材を 調理し て試食する な

ど 、 親子で出来る 簡単な野菜作り が体験でき る と 嬉し い。 ま

た、 家庭菜園を 充実さ せたい方の指導や援農ボラ ン ティ アの

育成、 将来農家を 目指す方が育っ た場合の就農支援や耕作放

棄地のあっ せんなど も 行っ ていただき たい。  

商業利用する なら 、 都会から 自然を 求めて訪れる 方を タ ー

ゲッ ト にし て、 美し いメ タ セコ イ ア並木が見ら れる と か、 イ

チゴ 狩り が出来る と か、 観光農園と し ての利用も 良い。  

あと は、 子ど も 達のために冒険遊び場が出来る と 嬉し い。

穴を 掘っ たり 、 泥んこ 遊びが出来たり 、 木に登っ たり 、 焚き

火を し たり 、 自分たちで遊具を 作っ たり し たい。  

 

（ 16） 当該区域における 都市計画について要望する 。  

こ ど も たちの未来と 防災を 考えた土地活用を お願いし たい

平時は博物館等の文化施設を 備えた都市型公園と し て都民の

憩いの場にする 。 西多摩地域には圧倒的に文化施設が不足し

ている と 感じ る 。 あき る 野市には、 考古学的に重要な前田耕

地や五日市町層群、 サン ド イ ッ チ岩など 、 都内外にアピ ール

でき る 資産がある 。 西多摩地域の魅力を 発信する 拠点と し て

の活用も 可能かと 思う 。  

防災倉庫も 兼ね備えた、 いざと いう 時には避難所にも 活用

でき る 文化施設の建設を ご 検討いただき たいと 思う 。 圏央道

の日の出I Cや武蔵引田駅、 秋川駅から も 近く 、 小中学校の校

外学習にも 有用だと 思う 。 ま た、 平成12年の三宅島から の避

難所と し て活用さ れた場所と し て、 こ の土地を 受け継いでい

っ てほし いと 願う 。  

平時は公園と し て、 ま た「 入場料の必要のない、 誰でも 入

場でき る イ ベン ト 会場」 を 市街地に設置する こ と で「 こ ど も

の体験格差」 を 埋める 企画ができ る のではないかと 思う 。 「

こ ど も 食堂フ ェ ス ティ バル」 など ワ ク ワ ク し ないか？ 

災害発生時には、 仮設の避難テン ト や炊き 出し 所、 入浴施

設など が立ち並ぶ避難所に。 公園の設計次第では、 プラ イ バ

シーの守ら れる 避難所運営が可能だと 思う 。 何よ り 、 こ ど も

たち目線で設計さ れていれば、 お年寄り にも 、 障害のあ る 方
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たちにも 、 すべての年代にと っ て滞在し やすい場所になる と

思う 。 特に、 特徴的なメ タ セコ イ アの並木や周辺にある 田畑

は、 非常時にも 精神的な支えになっ てく れる こ と と 思う 。  

周辺には大規模商業施設や総合病院があり 、 都立あき る 野

学園は、 都内中から 入学希望者がある と 聞いている 。 こ れ以

上に災害時の避難場所と し てふさ わし い場所は無いよ う に思

う 。  

あき る 野市のキャ ッ チフ レ ーズは「 ト カイ ナカ」 である 。

ちょ う ど よ い都市でちょ う ど 良い田舎。 それを 活かせる よ う

な程よ く 手が入り 、 開発さ れ切ら ない都市を ぜひ、 こ ど も た

ちに与えてほし い。  

関係者の皆さ ま 、 ご 一考よ ろ し く お願い申し 上げる 。  

 

（ 17） 仮称「 自然史博物館や地球博物館」 のよ う なハブ施設を 誘

致し 、 東京西部・ 西多摩の『 空白地域』 解消を 強く 望む。  

① 化石発見から 数年。 当時の田中町長・ 清水教育長の議会

答弁を はじ め、 行政・ 議会・ 市民有志が自然史博物館誘致

を 東京都に働き かけていた。 期待が膨ら んだ。  

② 東京西部・ 西多摩は、 なぜ自然史や地球博物館の『 空白

地域』 なのか？ も し 、 こ のよ う な地域にセン タ ー的な施

設があっ て、 普段から その調査研究が認知さ れ、 教育や生

涯学習と の交流があ っ たなら 、 子供だけでなく 引率の先生

も 役に立つ身近な体験学習のフ ィ ールド と し て環境が意識

さ れただろ う し 、 発見も 格段に増えただろ う と 思う 。 誠に

惜し ま れる 。  

③ パレ オ発見から 36年。 バブルの狂乱が去り 、 減速経済と

高齢化社会の進行の中で良質の、 そし て今こ そ地球と いう

大地の大切さ ・ すばら し さ を 教え、 気付かせてく れる 自然

史や地球科学の拠点が「 時代の要請」 と し て必要と さ れて

いる 。 拠点と し ての自然史を 扱う 博物館を 誘致し 、 ど う か

東京西部・ 西多摩において【 空白域】 を 解消し てほし い。  

東京都に散在する 資料館・ 博物館など を 少し 調べたが、

自治体単位のも のはあっ ても 、 自治体を 越えたハブの機能

を 持っ ている 所は見当たら なかっ た。 ご 検討を よ ろ し く お

願いし たい。  
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④ 将来、 こ う いう 施設ができ たら 、 その運営にかかわる 人

材の一人と し て今から 推薦し ておき たいと 思う 。  

 

 （ 18） あき る 野市は緑に囲ま れた自然豊かな地である 。 秋川流域

には多様なジオフ ィ ールド があり 、 五日市盆地の新生代の地

層から は多く の貴重な化石も 見つかっ ている 。 ま た、 遺跡も

多数発掘さ れ、 なかでも 前田耕地遺跡は数少ない縄文時代草

創期の住居跡と し ても 有名であ る 。  

東京都には、 ぜひこ のよ う な地域の特性を 生かし た開発計

画を 希望する 。 あ の場所は、 秋川高校と いう 教育の場だっ た

所である 。 その跡地に市街地を 広げる のではなく 自然史や歴

史の博物館など 未来の子供たちの自然・ 文化の教育にも 役立

つ施設を 検討し ていただき たい。  

 

 （ 19） 四季に渡り 、 美し く 変化する メ タ セコ イ ア並木は私たちの

宝です。 ずっ と ずっ と 自然あふれる 緑の公園と し て残し てほ

し い。  

記憶の中の秋川高校を 未来の子ど も 達にも 伝えていく ため

に緑の公園にし て残し てほし い。  

 

 （ 20） 都有地である 「 秋川高校跡地」 を 含む周辺の市街化調整区

域を 市街化区域と し て、 あ き る 野市が求める 「 産業系活用」

と 称し て企業誘致ができ る よ う にする 都市計画法に基づく 変

更と 承知し ている 。  

現あ き る 野市は、 30年前に旧秋川市と 旧五日市町が合併し

て誕生し た市であ る 。 合併前の秋川市にも 、 五日市町にも 「

土地開発公社」 があっ た 。 旧秋川市政は、 こ の「 土地開発公

社」 を 使っ て菅生テク ノ ヒ ルズ構想によ る 「 開発」 （ 企業誘

致） のための土地購入を 進めた。 合併し て「 あき る 野市土地

開発公社」 と なっ た時の借金の合計は、 133億７ 千万円だっ

た。 秋川市の「 土地開発公社」 の借入金は120億円、 五日市

町の「 土地開発公社」 の借入金は13億７ 千万円だっ た。 「 土

地開発公社」 の借入金の約９ 割が秋川市の「 土地開発公社」

のも のだっ た。 こ の「 土地開発公社」 が所有する 土地がバブ

ルの崩壊と いう 経済情勢や進出する 企業も 多く なく 、 焦げ付
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き を 起こ し た。  

その後、 合併で誕生し たあき る 野市は「 恵みの森構想」 を

打ち出し 、 土地買収のために、 2008（ 平成20） 年から 2010（

平成22） 年に31億2500万円の起債（ 借金） を する 。 こ の借金

で購入し たのは、 菅生地区の「 土地開発公社」 の３ つの土地

面積にし て20万1707平方メ ート ルだっ た。  

その後、 「 あき る 野市土地開発公社」 はその運営が成り 立

たなく なり 、 2015（ 平成27） 年度に清算する こ と になっ た。

あき る 野市が「 あ き る 野市土地開発公社」 のマイ ナス 資産を

買い取り 、 清算する と いう も のだっ た。 バブル崩壊後、 全国

的に多く の土地開発公社の運営が成り 立たなく なっ たこ と で

国が特例的に認めた土地開発公社の清算に100％充当でき る

地方債、 いわゆる 「 三セク 債」 を 活用し 、 あき る 野市は「 土

地開発公社清算代位弁済金」 と いう こ と で、 こ の特例債17億

９ 千万円を 借り 入れ、 土地開発公社を 清算し た。 合計49億

1500万円が「 企業誘致」 を 目指し た市政の失政であり 、 その

負担は、 市民に押し つけら れた。  

さ ら に、 旧秋川市には「 西地区開発」 があっ た。 富士通誘

致を 目指し たも ので、 土地開発公社が181億円で用地を 確保

し 、 富士通に180億円で売却し た。 富士通誘致のため、 あき

る 野市は造成費、 植樹費、 浸透貯留槽設置費など 合計21億円

を 投入し た。 と こ ろ が、 富士通は自社の都合であ き る 野市か

ら 撤退し てし ま っ た。  

そこ で、 撤退する ま でに富士通から ど のく ら いの税収があ

っ たのか、 情報公開を し よ う と し たが、 すでに10年以上たっ

ている など の理由で情報公開は受け付けても ら う こ と ができ

なかっ た。 ただ、 担当課は富士通から の税収は約30億円だっ

たと いう 市議会での答弁があっ たこ と を 知ら せてく れた。 仮

に、 30億円の税収があっ たと し ても 、 こ の税収は基準財政収

入額に入る ため、 地方交付税が75％カ ッ ト さ れる 。 25％の収

入ですから ７ 億5000万円が入っ たこ と になる 。 富士通に限っ

てのこ と ですが、 こ れは持ち出し だっ た 

こ う し たあ き る 野市の財政事情の下で、 市有財産が赤字市

政の借金の穴埋めのために売却さ れてき た。 旧五日市町の増

戸、 舘谷、 中村、 小中野と 旧秋川地区の折立、 瀬戸岡、 野辺
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の市営住宅跡地が６ 億741万余で売却さ れてし ま っ た。  

企業誘致を 目指し た失政での借金のツ ケを 市民の財産の売

り 払いま でし て穴埋めし てき たのが、 あき る 野市政である 。  

私は、 こ れま での「 企業誘致」 優先の市政が、 公有財産を

民間企業など に売り 渡す手法を 東京都にま で求める 市政運営

は改める べき と 考えている 。 よ っ て、 東京都における あき る

野市の位置や特性を 考慮し て、 あ き る 野市にある 都有地はど

のよ う に活用すれば都市計画上も 有効なのかを ぜひ判断し て

いただき たい。  

秋川高校跡地は都有地であり 都民・ 市民の財産である 。 都

民・ 市民の財産は、 あき る 野市の特性を 生かせる よ う に活用

する こ と を 求める 。 東京都は、 こ れま での緑の取組に加え、

東京の緑を 「 ま も る 」 「 育てる 」 「 生かす」 こ と を 強化する

「 東京グリ ーン ビ ズ」 構想を 打ち出し ている 。 都有地であり

歴史的意味を も つメ タ セコ イ ア並木も 残さ れている 秋川高校

跡地を こ の「 東京グリ ーン ビ ズ」 構想のモデル地域と し て位

置づけ、 「 教育・ 文化・ 福祉」 に活用でき る 地域と し て使う

こ と 求める 。  

あき る 野市は、 その一部の旧五日市町の地域は関東山地が

つながり 、 貴重な化石が大量に産出し ている 。 秋川高校跡地

は、 東京都にはいま だ設置さ れていない自然史博物館の有力

な候補地と 考える 。 以下にその理由を 述べる 。  

1978年３ 月２ 日、 網代・ 御前石で旧象・ ス テゴ ド ン ミ エン

シス （ 発見当初は、 ス テゴ ド ンボン ビ フ ロ ン ス ） が発見さ れ

ている 。 発見さ れた地層は、 200万年程前（ 新生代第四紀の

はじ め） のも のである 。  

1989年３ 月26日、 小学校の自然観察ク ラ ブの先生と 児童が

秋川橋下流で化石を 探し ていて、 ナゾ の奇獣と 言われる パレ

オパラ ド キシアの化石を 発見し た。 発見さ れた地層は約2000

万年前の新生代第３ 紀中新世と いう 時代のも のである 。 パレ

オパラ ド キシアは、 草食の水生動物で、 巧みに海を 泳ぐ 動物

だっ たよ う で、 その姿はカ バのよ う と か尾のないワ ニと か言

われている 。 当時の日本列島は、 いく つも の島に分かれてお

り 、 気候は比較的温暖で海にはウ ミ ガメ 、 ク ジラ 、 アザラ シ

など が生息し 、 その海辺にパレ オパラ ド キシアが生息し てい
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たのだと 思う 。  

新生代第三紀中新世の地層は、 五日市盆地を 中心に広がっ

ており 、 こ れま でに植物ではコ ン プト ニア、 メ タ セコ イ ア、

ラ ン ダイ ス ギ、 動物では、 サメ の歯、 ス ナモグリ 、 ウ ニ、 イ

ワ シと そのウ ロ コ 、 キリ ガイ ダマシ、 多種の二枚貝、 生痕化

石など 多く の化石が発見さ れている 。  

1973年、 養沢で３ つ目の鍾乳洞が発見さ れた。 三ツ 合鍾乳

洞である 。 洞内には、 鍾乳石、 石筍、 石柱、 フ ロ ース ト ーン

など 自然が作り 上げた芸術作品と も いう べき 光景が広がっ て

いる 。 三ツ 合鍾乳洞から は、 フ ズリ ナと ウ ミ ユリ の化石も 発

見さ れている 。 こ のフ ズリ ナやウ ミ ユリ が栄えた時代は古生

代石炭紀（ ３ 億5920万年前から ２ 億9900万年前） から 二畳紀

（ ２ 億8900万年前～２ 億4700年前） である 。 今の日本列島の

あたり は、 地中海ま でつながる 海（ テーチス 海） で、 三ツ 合

鍾乳洞のあ る 養沢は海底だっ た。 フ ズリ ナは世界中の海で栄

えていたが、 二畳紀の終り 頃に死に絶えてし ま っ た。 そのた

め、 フ ズリ ナが発見さ れる と その地層は石炭紀から 二畳紀と

いう こ と になる 。 時代を 特定でき る 「 示準化石」 である 。  

五日市地区から 異なっ た時代の貴重で多種の化石が発見さ

れる のには、 根拠があ る 。 それは、 五日市盆地を 中心に古生

代、 中生代、 新生代、 細かく 分ける と ７ つの時代の地層が扇

の要のよ う に入り 込んでいる から であ る 。 代表的な化石につ

いて触れたが貴重な化石はこ の他にも 多く 発見さ れている 。

樽の石灰岩から はシダリ ス や六射サン ゴ が発見さ れている 。

シダリ ス は中生代・ ジュ ラ 紀（ １ 億5千万年前～１ 億年前）

に栄えた生物であ る 。 日の出町岩井の砂岩層から は中生代・

三畳紀（ ２ 億年前～１ 億５ 千年前） のホタ テ貝の先祖と 言わ

れる エン ト モノ チス と いう 二枚貝が発見さ れている 。 こ のエ

ン ト モノ チス は三畳紀の示準化石で東京都の天然記念物に指

定さ れている 。 平井川ではク モヒ ト デの化石が発見さ れてい

る 。 ク モヒ ト デは新生代第三紀中新世のも ので全国的には発

見例の少ない化石と 言われている 。  

現在、 東京都には自然史博物館がない。 近隣を 見ても 埼玉

県に県立の「 自然の博物館」 （ 設立当初は「 自然史博物館」

） がある 。 神奈川県にも 県立の「 生命の星・ 地球博物館」 が
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ある 。  

東京都内には説明し たよ う なあ き る 野市や日の出町と いう

多量の化石など を 算出する 貴重な地域がある 。 秋川高校跡地

と いう 都有地があ る のですから 、 こ の地域の特性を 発信さ せ

る ため、 秋川高校跡地の一部に東京都立自然史博物館の設置

が可能なよ う な都市計画上の変更を 求める 。  

 

 （ 21） 東京都こ ど も 基本条例第７ 条では、 都はこ ど も が伸び伸び

と 健やかに育つこ と ができ る よ う 、 特別区及び市町村（ 以下

区市町村と いう 。 ） と 連携し て、 こ ど も が過ご し やすい遊び

場や居場所づく り など 、 環境の整備を 図る も のと する と 謳っ

ている 。  

秋川高校跡地は都有地である ので、 神奈川県川崎市にある

「 子ど も 夢パーク 」 の様に、 子ど も が安心し て過ご せる 居場

所・ 空間（ プレ ーパーク ） がいいと 思う 。 プレ ーパーク は、

「 やり たい」 と 思っ た事にチャ レ ン ジでき 、 でき る だけ禁止

事項を 作ら ないで「 自分の責任で自由に遊ぶ」 こ と を 大事に

し ている 。 子ど も にと っ て居心地のいい場は、 大人、 お年寄

り 、 都民にと っ ても く つろ げる 場所である 。  

子ど も たちに残し たい景観の一つであ る メ タ セコ イ アの並

木道では、 週末に地場野菜のマルシェ の開催やキ ッ チン カー

の配置、 焚火で火を おこ し 、 植えた果実でジャ ム を 作る こ と

や農園で作っ た芋で焼き 芋する など 、 そこ から はコ ミ ュ ニケ

ーショ ン が生ま れ、 様々なこ と が学べ、 生き る 力にも なる と

思う 。  

ま た、 災害時の避難場所、 かま ど になる ベン チの設置や炊

き 出し ス ペース など いろ いろ な活用ができ る と 思う 。 都民に

と っ て、 ま た将来の子ど も たちにと っ て、 市街化区域を 広げ

る こ と が本当に必要なのか、 子ど も たちに説明でき る よ う 検

討を お願いし たい。  

 

 （ 22） 現在、 あき る 野市では、 上記土地についての検討を 行っ て

き ており 、 産業系企業を 呼び込み、 開発を 行う と のこ と であ

る 。 産業系企業が参入すれば税金が入っ てく る と の理由が言

われている 。 し かし 、 その計画には賛成はでき ない。 理由は
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その企業が確実に税金を 払える ま でに何年かかる か、 ま た払

える か、 その保証はない。 あき る 野市は、 過去に企業の呼び

込みを 行い、 大き な失敗を 被っ ており 、 いま だにその後の始

末に苦労し ている 。  

こ の土地についての意見を 述べる 。 こ の土地は都有地であ

る 。 都有地のま ま で残し ていただき たい。 そし て、 都民全体

の利益に資する 教育・ 文化・ 環境資源と し ての公共的活用を

検討し ていただき たい。  

公共的活用と し て博物館建設（ ジオ、 及び歴史） ま たは文

化施設など を 検討し ていただき たい。  

理由 

あき る 野市は歴史と 文化の街である 。 その一つは地質であ

る 。 古生代から 現世ま での多種多様な時代の地層が分布し て

いる 。 民間のグループがその研究を し ている が、 地域に密着

し た地質研究者が少ないため、 育成が必要である 。  

ま た、 ジオの魅力を 伝える ための展示室の拡充と 内容の充

実、 そし て場所の確保を 必要と し ている 。 さ ら に、 パレ オパ

ラ ド キシアが産出さ れている 。 その展示室も 必要と し ている

が、 いま だない。  

も う 一つは、 五日市地域の歴史の展示館である 。 幕末に「

寄場村」 だっ た武蔵五日市は、 明治12年に「 町」 と なり 、 青

梅警察署五日市分署、 八王子区裁判所五日市出張所、 五日市

郵便取扱所等が設置さ れ、 民間では五日市銀行が設立、 五日

市上市場が開設さ れる 等、 賑わっ ていた。 ま た、 自由民権運

動の高ま り の中で、 五日市学芸懇談会等が結成さ れ、 学習・

討論・ 演説会等を 活発に行っ ていた。 そのよ う な中で、 千葉

卓三郎が明治14年私擬憲法「 五日市憲法草案」 を 起草し てい

る 。  

2013年、 当時の美智子皇后は誕生日への思いを 語ら れる 中

で「 五日市憲法草案」 について話さ れている 。 明治憲法の公

布に先立ち、 地域の小学校の教員、 地主や農民が寄り 合い、

討議を 重ねて書き 上げた民間の憲法草案で、 基本的人権の尊

重や教育の自由の保障およ び教育を 受ける 義務、 法の下の平

等、 更に言論の自由、 信教の自由など 、 二百四条が書かれて

おり 、 地方自治権等についても 記さ れている 。 当時こ れに類
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する 民間の憲法草案が日本各地の少なく と も 四十数か所で作

ら れていたと 聞いたが、 近代日本の黎明期に生き た人々の政

治参加への強い意欲や自国の未来にかけた熱い願いに触れ、

深い感銘を 覚えたこ と だっ た。 長い鎖国を 経た十九世紀末の

日本で、 市井の人々の間に既に育っ ていた民権意識を 記録す

る も のと し て、 世界でも 珍し い文化遺産ではないかと 思う 。  

こ のよ う な私たちにと っ て宝のよ う な存在が高く 評価さ れ

ず片隅に追いやら れている 。 ぜひ、 秋川高校跡地には、 都有

地と し ての性格を 踏ま え、 都民全体の利益に資する 教育・ 文

化・ 環境資源と し ての公共的活用を 検討し ていただき たい。  

 

 （ 23） 住宅の足り なさ は感じ たこ と はないが、 公園や子ど も たち

が自転車に乗り 、 自由に遊べる 公園がなく て困っ ている 。 こ

の地域ら し い畑のある 風景が素晴ら し いと 思っ ている 。 他の

市のよ う に畑が減り 、 住宅を 増やす必要がある のか、 産業地

区にし た場合、 周囲の都立あき る 野学園やあき る 野市立日中

学校、 近隣の保育園など にど のよ う な影響がある のか、 畑が

なく なる こ と で環境上の変化はど のよ う なも のがある のか、

も う 一度検討し ていただき たい。  

住宅や産業よ り も 市民の集える 場所が必要だと 感じ る 。 二

酸化炭素削減のためにも 、 再度検討を お願いし たい。  

 

 （ 24） せっ かく の広い都有地であ る ため、 メ タ セコ イ ア並木が保

全さ れ文化的施設や教育現場など 多く の人が長く 、 利益目的

ではなく 活用でき る 場になる こ と を 望む。  

 

 （ 25） あき る 野市は、 縄文時代よ り 秋留台台地と し て豊かな生活 

が人々によ っ て営ま れてき た。 その延長上に都立秋川高校が

あり 、 その跡地の利用を めぐ っ て意見が求めら れている 。  

私はぜひ、 文化施設の建設を 希望し ている 。 理由は、 住宅

地や住宅街でし たら 他の地域でも 賄える と 思う 。 ま た、 人口

減少社会においての必要性は切実性に欠ける と 思う 。   

企業誘致は当市でも 試みら れてき たが、 成果に繋がら ず、

未だにそのこ と が尾を 引いている 現状がある 。  

東京都は23区内、 臨海都市部を 含めた東部には沢山の文化
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施設を 擁し ている 。 し かし 、 当市など 西部には一向に現代を

象徴する よ う な文化施設がない。  

あき る 野市にあ る こ の貴重で広大な跡地にぜひ、 文化施設

を 建設し て欲し い。 奥多摩の山並みを 仰ぎ見ながら 、 最先端

の科学技術を 目の当たり に学び、 体験でき る 地にすれば、 世

界の東京には東にも 西にも 豊かな文化施設があり 、 自然公園

も ある と 誇れる と 思う 。  

ま た、 現存する メ タ セコ イ ア並木は法的に保全し 、 かけが

えのない立派な木々を 守っ てほし いと 願っ ている 。  

 

 （ 26） こ のエリ アにはメ タ セコ イ ア並木があり 、 こ の並木は自然

豊かなあき る 野市の代表的な景色であ り 、 こ れを 観光資源と

し て活用する のであれば、 開発する 意義がある と 考える 。  

ただ、 商業地と し てはすぐ 隣にイ オン モールがあ り 、 休日

の混雑は接近を 諦める ほど であ る 。 住宅地と し ては、 空き 家

が目立つあ き る 野市で新たに住宅地を 広げる 意味はないよ う

に思う し 、 駅から 微妙に遠いこ の位置に多く の住民を 呼ぶこ

と は公共交通機関の不便さ を 強調し 、 自動車の台数増加につ

ながる こ と と なり 、 せっ かく の豊かな自然を 維持する こ と と

の両立が難し いと 考える 。  

自然豊かな地域と いう 特色を 生かすなら 自然公園や野鳥公

園（ 最近、 宅地開発で渡り 鳥や漂鳥を 見ら れなく なっ た） 、

せっ かく の田舎なので動物（ 馬、 牛など ） と 触れ合える 公園

と いっ た、 場所の広さ を 有効活用する 公園や自然環境を 構築

する と いう のが望ま し いのではないかと 考える 。  

 

（ 27） 秋川高校跡地について、 下記の二つの理由から 住宅街と し

ての利用ではなく 、 地域の歴史や自然を 伝える 博物館や教育

普及施設等への利用を お願いし たい。  

一つ目は、 あき る 野市は生物多様性や地質学等の観点から

東京都内においても 非常に貴重な地域である 。 過去には、 あ

き る 野市周辺を 対象と し たジオパーク 構想が立ち上がっ てい

たこ と も あ り 、 その重要性は、 一定の理解を 得ている と 言え

る 。   

一方で、 それら を 伝える こ と ができ る 博物館や生涯学習施
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設は、 2018年にオープン し た戸倉城山テラ ス を 除いてはほと

んど ない。 高等学校だっ た跡地について、 形を 変えてあき る

野市の貴重な自然や周辺環境を 伝える 生涯学習施設・ 教育普

及施設と し て整備する こ と を 検討し てほし いと 考える 。  

二つ目は、 10数年前に比べて宅地化が進み、 市内で身近に

自然に触れら れる 環境が減少し てき ている ためである 。 野辺

1225番地周辺（ ミ ユキ組周辺） では、 用水路沿いに木々が生

い茂っ ており 、 様々な鳥を 観察する こ と ができ たが、 開発に

よ っ て住宅地になっ た。 実際に現在、 あ き る 野市が行っ てい

る こ ど も 計画の策定に向け、 実施し たアン ケート においても

小学生や幼稚園・ 保育園に通う こ ど も から 「 博物館」 「 虫や

動物と ふれあえる 施設」 など が欲し いと の回答が集ま っ てお

り 、 自然体験を 含む体験活動ができ る 場所が求めら れている

と 言える 。 既に開発を 行っ ている 武蔵引田駅周辺と 同様の住

宅街を 開発する だけでなく 、 次世代を 担う こ ど も に求めら れ

ている よ う な自然体験や自然教育ができ る 施設と し ての利用

を 検討し ていただき たいと 考える 。  

こ れら を 踏ま え、 秋川高校跡地を 住宅地と し ての開発では

なく 、 十分な土地と あき る 野市の貴重な自然を 活かし た、 博

物館等の教育普及施設等と し て利用し ていただく こ と を 求め

る 。  

 

 （ 28） 当地の市街化調整区域から 市街化区域への区域区分変更に 

は反対であ る 。 少なく と も 慎重な検討を すすめる べき だと 考

える 。  

現在の人間の経済活動が環境破壊や地球温暖化を 招いてい

る 中、 現状の社会や経済のあり 方は持続可能なも のではない

こ と は、 持続可能な開発目標（ SDGs） が国連で設定さ れたこ

と を 見ても 私たちの共通の認識になっ ている と 思う 。  

そう し た中で、 長期的な視点に立ち、 子や孫、 その次の世

代にも 続く 持続可能な社会や経済を つく っ ていく こ と が現役

世代に課せら れた課題であ り 、 人間の活動を 自然と 調和し た

も のへと 変えていく こ と が求めら れている と 思う 。 そのこ と

を 考えたと き 、 当地区に残さ れた自然を 破壊し て開発を 進め

てよ いのか、 疑問が残る 。 ま た、 今後人口減少が予想さ れる
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中で、 本当に開発が必要なのかについても 、 疑問が残る 。  

むし ろ 、 当地に残さ れた貴重な自然を 活かし 、 公園のよ う

に都民が自然と 触れ合う 場と し て活用し たり 、 自然と 調和し

た社会や経済のあ り 方に関する 実験や教育の場（ 例と し て大

学など ） と し て活用する など 、 残さ れた自然を 生かし た当地

の活用こ そが求めら れている と 思う 。  

 

（ 29） こ の地区は、 旧秋川高校跡地を 含み、 現在は利用さ れる こ

と なく 長年放置さ れたま ま であ る 。 以前は開放さ れており 、

少年野球の練習や試合など で利用さ れていた。 今回、 市街化

調整区域から 市街化区域に変更する と のこ と だが、 以前よ り

市民（ 個人・ 団体） が折に触れて、 自然を 利用し 、 自然が残

る 形での利用を 訴え、 署名活動や東京都に要望書を 提出する

など 活動を し てき た経緯がある 。  

多く の市民も 秋川高校跡地には大変関心を 寄せている 。 何

の理念、 信念、 ま ちづく り の大義も なく 、 経済成長や市の財

政安定だけを 考え、 開発する ま ちづく り を 進める のは、 あき

る 野市の善さ が失われ、 市民にと っ ては住み良いま ちにはな

ら ないと 思う 。  

あき る 野市には山、 川、 畑、 田など があり 、 自然豊かな所

でも ある 。 し かし 、 市民には「 ただ眺める だけ」 と 言われ、

風景は良いが自然を 十二分に堪能し 、 満喫し ている 暮ら し と

は言えない状態である 。 あき る 野の子ど も 達にも 直接自然に

触れ、 思う 存分、 夢中で様々な経験、 体験ができ る 居場所が

必要である 。  

都心には、 そのこ と ができ る 施設が民間を 含め、 たく さ ん

ある 。 西多摩格差であり 、 ど う し ても すばら し い施設は都心

に集中し てし ま う 。  

秋川高校跡地を 「 地域コ ミ ュ ニティ 」 の機能を 有し 、 子ど

も も 大人も 成長でき 、 「 生き る 力」 を 育める 場と し ての社会

教育施設「 ぼう けん遊び場」 の建設を 望む。  

「 ぼう けん遊び場（ プレ ーパーク ） 」 は、 「 自分の責任で

自由に遊ぶ」 を モッ ト ーに、 禁止事項を 設けず、 遊びを 極力

制限し たり し ないで、 子ど も 達がいき いき 、 わく わく 、 ド キ

ド キし ながら 夢中で遊べる 場所である 。  
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東京都も 子ど も 基本条例を 制定し ている 。 第７ 条では、 都

は、 こ ど も が伸び伸びと 健やかに育つこ と ができ る よ う 、 特

別区及び市町村と 連携し て、 こ ど も が過ご し やすい遊び場や

居場所づく り など 、 環境の整備を 図る も のと する 。 と ある 。

日本は今、 少子化で子ど も が身体的精神的に健やかに育つ環

境が、 衰退し 貧弱になっ てし ま っ た。 そのこ と が、 社会性を

身に着け「 生き る 力」 を 育む阻害要因になっ ている 。 ま た、

日本の国の活力、 勢いが以前よ り 減少し てき た遠因にも なっ

ている 。 子ど も が子ど も 時代に、 夢中で自分のやり たいこ と

（ 内発的動機） に集中し て、 やり と げる 体験は大切である 。  

そのため、 自発的・ 主体的に遊ぶ体験が大事であ る 。 「 子

ど も ま んなか社会」 、 子ど も が一人前の大人と し て成長し て

いける 空間、 人、 仕組みが求めら れている 。 そんな場と し て

ど ろ んこ 遊びや、 たき 火、 基地づく り 、 知的な科学遊びがで

き る 、 ラ ジオ・ 時計など の機械を 分解組立ができ る 、 楽器な

ど を 自由に使っ て音を 楽し むこ と ができ る 、 作物を 育てそれ

を 調理し 食を 楽し む、 原っ ぱでキ ャ ン プなど を 楽し む、 元気

に仲間と 群れてじ ゃれあ っ たり 、 学校に行けない子ど も の癒

し 、 のんびり ほっ と でき る 子ど も の居場所等々に秋川高校跡

地を 有効利用でき たら すばら し いと 思う 。  

市街化調整区域のま ま 、 次世代を 担う 子ど も 達に、 様々な

体験、 経験でき る 居場所を 社会教育施設と し てプレ ゼン ト し

てほし い。 現在、 子ど も を 育てている 若い母親、 父親にも 喜

ばれる と 思う 。 ま た、 高齢者にも 喜ばれる 。 「 川崎市子ど も

夢パーク 」 のよ う な「 都立社会教育施設」 を 東京都があき る

野市民にプレ ゼン ト し て欲し い。  

 

（ 30） 秋川高校跡地の市街化区域編入について、 慎重な検討を お

願いし たい。 行事など で解放さ れたメ タ セコ イ ア 並木に立ち

入っ たこ と がある が、 あ き る 野市や日の出町の中でも 大変す

ばら し い景観であ り 、 ま た住宅地の近く にある ため、 大変利

用し やすい広いス ペース である 。  

市民が立ち入れる よ う 解放さ れれば、 間違いなく 地域に愛

さ れ、 地域の誇り に思える 場所になる と 思う 。 人口が減る 中

で、 未来の子ど も たちのために、 長期的な視点でご 判断いた
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だき たいと 思う 。  

 

（ 31） 新築住宅建設ばかり が私が居住する 自治体でも 起こ っ てい

る 。 今後人口減少に転じ る 中、 こ の土地は自然を 活かし た場

所にし ていただき たい。  

建物を 建てる にし ても 、 自然環境教育の場と し て市民が使

える 、 集える 場所にし て いただき たい。  

 

 （ 32） 住民の憩いの場所、 いざと いう と き の避難場所など と し て

住民の暮ら し を 豊かにする 場所と し て利用し たい。  

メ タ セコ イ ア並木も すばら し い。 切っ てし ま えばおし ま いで

あ る 。 あの木も 是非と も 残し ていただき たい。  

 

 （ 33） メ タ セコ イ ア並木を 残し ていただき たい。  

子ど も が遊べて学べる 施設など 検討し ていただき たい。  

 

Ⅲ その他の意見 

4通（ 4名）  

 

１  事業施行に関する 意見 

（ １ ） 当該地域は、 閉校と なっ た都立秋川高校の校舎が解体さ れ

た後、 閉鎖さ れている 。 秋川高校開校時に植えら れたメ タ セ

コ イ ア並木は、 30ｍ近く 生長し た美し い並木で写真撮影や絵

画のモチーフ にも なっ ており 、 緑豊かなあき る 野市のシン ボ

ルにも なり 得る 存在だと 思う 。  

   あき る 野市は、 こ の場所に産業を 誘致する こ と を 決め、 東

京都にま ちづく り 計画を 提案し 今回、 市街化区域への変更が

さ れよ う と し ている 段階と 思う 。 住民の陳情や署名など の訴

えを 市が受け入れて、 メ タ セコ イ ア並木を 残し 、 並木以外の

場所に産業誘致を する 方針でま ちづく り 計画を 作っ た。  

   東京都は住民参加の都政を 大切にし ている と 思う のだが、

こ のま ちづく り 計画はあ き る 野市が完璧ではないも のの住民

参加と 合意形成に努力し た上で作ら れたこ と を 念頭において

今後も 様々検討し ていただき たい。 特に、 メ タ セコ イ ア並木

の保全は、 東京都と 市が協力し て、 住民有志と 協議体など を

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ その他の意見 

 

 

１  事業施行に関する 意見 

（ １ ） ～（ ４ ） 市は、 ま ちづく り 方針等の策定にあたっ て、 有識

者会議の提言を 受ける と と も に、 メ タ セコ イ ア並木の保全や

地域産業の振興方策等について、 市民から 意見や提案を 募集

し ている 。         

ま た、 パブリ ッ ク コ メ ン ト の実施やオープン ハウ ス 型の説

明会等を 開催する と と も に、 地区計画案の策定にあたり 、 都

市計画法に基づく 説明会の開催や意見書の受付を 行う など 、

広く 市民の意見を 聴取し ている 。  

こ のよ う な経緯を 経て、 令和７ 年１ １ 月に市が策定し たま

ちづく り 方針では、 地域産業の育成等に資する 産業系土地利

用の誘導やメ タ セコ イ ア 並木を 保全・ 活用する と と も に、 緑

豊かな交流環境の形成を 図る こ と と し ている 。  

   こ れを 踏ま え、 市の地区計画において、 緑地と し て適切な

維持・ 保全を 行う と と も に、 メ タ セコ イ ア並木に面する 建築

物はメ タ セコ イ アの生育環境に配慮する こ と と し ている 。  
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作っ て進めていただき たい。 都有地と いう のは都民の財産で

ある ため、 都立公園等に位置づけて都がお金を 出し て保全・

整備でき る よ う な形が理想的だと 思っ ている 。  

 

 （ ２ ） 本地区については、 「 秋川高校跡地及び周辺地区ま ちづく

り 方針」 及び地区計画において明確に示さ れている 通り 、 産

業系企業誘致及びメ タ セコ イ ア並木の保全の２ つが市街地整

備の柱になっ ている 。 メ タ セコ イ ア並木は、 都立秋川高校の

創設時に植樹さ れた、 東京都にと っ ても 歴史ある 並木であり

引き 続き 都有地と し て維持する こ と が望ま れる 。 市街化区域

編入後は、 「 秋川高校跡地及び周辺地区ま ちづく り 方針」 に

示さ れている 通り 、 メ タ セコ イ ア 並木を 都民及び地域住民の

緑豊かな交流環境のエリ アと し て、 東京都、 あき る 野市、 地

域住民と が連携し て保全・ 管理を 進めていく こ と が望ま れ、

そのための枠組みづく り が必要である 。 本地区の都市計画決

定にあたっ ては、 以上の内容について実効性を 担保する こ と

が必須条件である と 考える 。  

 

（ ３ ） 秋川高校跡地内のメ タ セコ イ ア並木は、 高校創設時の先生

の発案で植えら れたも のである 。 メ タ セコ イ アと いう 樹木は

絶滅し たと 考えら れていたが、 中国揚子江の支流奥地で発見

さ れた。 当時の中国、 アメ リ カ、 日本の植物研究者たちのネ

ッ ト ワ ーク によ り 発見さ れ、 日本にも たら さ れ、 第一号は昭

和天皇によ り 皇居に植樹さ れたこ と はご 存知だと 思う 。 先生

も 日・ 中・ 米の研究者の協力によ り 生き た化石と し て発見さ

れ、 寿命1000年以上と 言われる メ タ セコ イ アに生徒たちの成

長を 重ね、 世代を 超えてメ タ セコ イ アが生き 続ける こ と を イ

メ ージさ れていたと いう 自著の記録が残っ ている 。  

       1965年の植樹から 60年が経過し 、 そう し た背景と と も にす

でにこ の場所に文化が生ま れている 。  

       こ う し た価値を 、 都民市民が今後も 長く 継承でき る よ う 、

東京都と し ても 支援を お願いし たい。  

 

（ ４ ） こ の度、 秋川高校跡地の区域区分を 決める 問題で昭島市の

実情を 述べたいと 思う 。 開発事業を 計画し ている 東京都に慎

   なお、 市民の意見等を 基に、 市では今後、 メ タ セコ イ ア並

木の具体的な活用の在り 方を 検討する こ と と し ている 。  

関係部局が連携し ながら 、 都はま ちづく り に関し て市に必

要な技術的支援を 行う 。  
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重に審議し てほし いと 思っ ている 。  

昭島のゴ ルフ 場跡地は、 市民の避難場所でも あっ たが、 外

資系のGLPと いう 企業に売却さ れ、 巨大な物流倉庫と 日本で

一番と 言われる データ セン タ ーが建設さ れる 。 昨年６ 月よ り

造成工事が始ま っ ている が、 こ れら の建物群ができ る と 交通

問題、 大気汚染、 気温上昇、 自然破壊など たく さ んの弊害が

生じ る 。 市民は考える 会を 結成し て、 GLP側に改善、 縮小を

求めている が、 何ら 回答がないま ま 工事が進んでいる 。  

   こ れは元を 正せば、 将来、 こ の広大な場所に何ができ る か

について、 市が放っ ておいたため、 準工業地域のま ま GLPに

利用さ れた結果である 。 市は、 法的には何も 問題がないと 言

い続けている 。 公害と も 言える こ れら の施設に、 市も 企業も

黙否し ている 。  

   市民は安心・ 安全な生活を 望んでいる だけであ る 。 昭島の

ゴ ルフ 場跡地は、 広大な跡地にど のよ う な開発計画を 立て、

ど のよ う な企業を 誘致する かを 考えなかっ た市の怠慢と 言え

る 。  

    秋川高校跡地は、 公共の土地である ため市民や都民のため

に、 たく さ んの意見を 聞いて、 開発計画を 立てていただき た

い。   

    昭島のよ う に安心し て住めない公害の街にはし てほし く な

い。  
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〔参考〕東京都市計画第一種市街地再開発事業 
 北千住駅前地区第一種市街地再開発事業 パース 〔足立区決定〕 
■計画建物イメージ 地区南東側から望む 
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意 見 書 の 要 旨 

〔 議第 7728 号〕  

 

東京都市計画用途地域の変更に係る 都市計画の案を 令和８ 年２ 月18日から ２ 週間公衆の縦覧に供し たと こ ろ 、 都市計画法第21条第２ 項において準用する 同

法第17条第２ 項の規定によ り 、 ２ 通（ ２ 名、 １ 団体） の意見書の提出があ っ た。 その意見書の要旨は次のと おり である 。  

名   称 意 見 書 の 要 旨 東 京 都 の 見 解 

 

東京都市計画 

用途地域 

千住旭町地内 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅰ 賛成意見に関する も の 

  なし  

 

Ⅱ 反対意見に関する も の 

２ 通（ ２ 名、 １ 団体）  

１  都市計画に関する 意見 

（ １ ） 地上29階高さ 123ｍの建物を 建てる ため再開発地域を 近隣

商業地域から 商業地域へと 変更し て容積率を 300％から 400％

に変更し 、 更に東京都と 協議し 250％増やし 650％を 目指し て

いる 。  

足立区は非公開でアド バイ ザー会議（ 学識者等７ 人) を 開

き 、 そこ でも 高さ 120ｍ 超に対し 厳し い意見があ っ たと 報道

さ れている 。  

事業説明会は質問含めて１ 時間程度の説明会を ３ 回行なっ

たのみで話合いの機会はなく 地権者や住民は置き 去り の不安

がある 。 税金400億投入事業と し ては納得いかないと の意見

があっ た。  

建物の高層部を やや後退さ せても 周辺市街地への影響は大

き い。 区画道路６ 号の幅員は６ ｍし かなく 圧迫感ははかり し

れない。 少々の防風植栽で風が軽減さ れたり 等時間日影のシ

ミ ュ レ ーショ ン の正誤の検討は一般に難し い。 竣工後に苦情

がでても デベロ ッ パーは造る だけ再開発組合は解散、 足立区

は責任を 取れる のであろ う か。  

東京都においては割増250％を 却下し 再開発地域の建築物

規模縮小への再考の方向を 促すこ と を 希望する 。  

 

Ⅰ 賛成意見に関する も の 

  なし  

 

Ⅱ 反対意見に関する も の 

 

１  都市計画に関する 意見 

（ １ ） 、 （ ２ ） 再開発準備組合は、 足立区が令和７ 年３ 月に改定

し たま ちづく り 計画等に基づき 、 駅前の道路や広場の拡充を

行う と と も に、 水害時には避難場所と し ても 活用でき る バリ

アフ リ ーの歩行者デッ キを 整備する など 、 防災性の向上を 図

り 、 広域拠点にふさ わし い活力と 魅力ある ま ちづく り を 推進

する こ と と し ている 。 都は、 こ れら の取組を 踏ま えた区の市

街地再開発事業や地区計画など の都市計画決定等にあわせ、

用途地域を 変更する も のである 。  

   区は、 ま ちづく り 計画の策定における 説明会やパブリ ッ ク

コ メ ント の実施、 開発計画や都市計画案の説明会など によ り

広く 区民等の意見を 聴取し ている 。  

再開発準備組合は、 区画道路６ 号沿いの建物の外壁を 後退

さ せ歩行空間を 確保する と と も に、 建物の形態や色彩など の

工夫によ り 圧迫感の軽減を 図る こ と と し ている 。 ま た、 風環

境や日影について調査・ 予測を 実施し ており 、 植栽等を 行う

こ と で従前と 同等の風環境を 確保し 、 建設後も 状況に応じ て

必要な対策を 講じ る と と も に、 日影規制を 遵守する など 、 周

辺市街地等へ配慮し た計画と し ており 、 今後も 計画の具体化

にあ わせ丁寧な対応を 行う こ と と し ている 。  
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（ ２ ）「 都市計画の案の理由書」（ 以下、「 理由書」 と いう 。） の第２

項には、 計画に至る 状況説明と し て、「 快適な居住環境整備」

や「 歩行者の回遊性」、「 にぎわい」 など の背景や課題など（ 以

下、「 背景等」 と いう 。） が掲げら れている 。  

  こ う し た「 背景を 踏ま え」 て「 検討し た結果」「 用途地域を

変更する 」 と のこ と （ 理由書の第２ 項の最終段落）。  

 し かし 、表のよ う な用途地域変更に至る ま での「 検討」 の中

身など が不明であ り 、その中身や過程の是非、及び変更内容の

是非を 検証する こ と ができ ない。  

 し たがっ て、ど のよ う な「 土地利用上の観点から（ の） 検討」

を し たのかについて、理由書等に、具体的な説明を 盛り 込むべ

き である と 思料する 。  

  ま た、 背景等についての達成具合の事後的な検証可能性を

担保すべく 、 理由書等に、 客観的に判断可能な事柄（ 指標等）

を 設定すべき であ る と 思料する 。  

 

２  事業施行に関する 意見 

（ １ ） 理由書には、地権者等の権利保護についての記載が見当たら

ない。  

 し かし 、本件都市計画案を 実現する ためには、地権者等の権

利利益への影響が避けら れない。  

 し たがっ て、都市計画法や憲法の理念に沿う よ う 、理由書等

に、 地権者等の権利利益保護についても 明記すべき であ る と

思料する 。  

 その際、 次の３ 点についても 、 理由書等に明記する と と も

に、「 土地利用上の観点から （ の） 検討」 の際に考慮すべき で

ある と 思料する 。  

①再開発事業において、 区域内地権者の金銭負担がないこ と  

②再開発事業において、 区域内地権者が十分な権利変換比率

を 確保でき る こ と  

③再開発事業において、区域内地権者（ 事業者） が従前の各事 

業を 継続でき る こ と  

 

（ ２ ） 今回の都市計画案の公表及び意見書受付は、 北千住駅前地

区市街地再開発準備組合から 「 再開発事業に関する 事業計画

容積率については、 都の用途地域の指定基準や区の高度利

用地区の指定基準等に基づき 、 道路や広場の整備など を 踏ま

え、 適切に設定し ている 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２  事業施行に関する 意見 

（ １ ） 、 （ ２ ） 再開発準備組合は、 法令等に基づき 、 市街地再開 

発事業を 適切に進めていく こ と と し ており 、 都市計画決定後

、 組合設立や権利変換計画の策定等に向け、 事業計画の検討

を 進める 中で権利変換や補償、 維持管理等の具体的な内容に

ついて検討し 、 各権利者と 協議・ 調整を 行う など 、 丁寧な対

応を 行っ ていく こ と と し ている 。 区は、 法令等に基づき 、 地

権者の生活再建が適切に図ら れる よ う 再開発準備組合を 指導

し ていく こ と と し ている 。  
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」（ 収支計画や、 権利変換計画を 含むも の） が一切示さ れな

い中でのも のであ る 。  

 こ れは、 都市計画の適法性にも かかわる 極めて重要な事柄

である と 考える ため、 速やかな是正が必要である と 思料する  

 

Ⅲ その他の意見 

 なし  

 

 

 

 

 

Ⅲ その他の意見 

 なし  
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